
▲須萱地区での除染工事のようす

し
、
そ
の
進
捗
状
況
は
、
概
算
で
約
４
％

の
出
来
高
で
す
。

　

ま
た
、
村
振
興
公
社
が
今
年
の
２
月

12
日
付
で
県
か
ら
建
設
業
の
許
可
を
得

ま
し
た
の
で
、
今
後
は
村
振
興
公
社
と

し
て
体
制
の
強
化
を
図
り
な
が
ら
３
月

20
日
頃
よ
り
１
５
０
人
体
制
で
本
格
的

に
除
染
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

二
枚
橋
地
区
の
不
適
切
な
除
染

　

村
と
し
て
二
度
と
こ
の
様
な
事
態
が

起
き
な
い
よ
う
に
国
に
対
し
厳
重
に
抗

議
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
監
視
体
制

の
強
化
を
含
め
住
民
に
不
信
感
を
抱
か

れ
な
い
よ
う
、
村
及
び
村
議
会
共
々
、

要
請
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

て
も
補
助
金
の
内
定
に
向
け
支
援
し
ま

す
。

　

グ
ル
ー
プ
補
助
金
の
決
定
や
採
択
を

機
に
、
村
内
の
事
業
基
盤
の
復
旧
が
進

む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

償
却
資
産
損
害
賠
償
の
受
付

　

東
電
の
相
談
窓
口
が
週
２
回
、
今
月

末
ま
で
飯
野
出
張
所
内
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

懸
案
の
宅
地
・
建
物
の
財
物
賠
償
に

つ
い
て
は
、
村
に
住
ん
で
い
た
被
災
者

に
対
し
て
賠
償
し
て
ほ
し
い
と
要
求
し

て
い
ま
す
が
、
国
は
所
有
者
に
賠
償
す

る
と
い
う
方
針
で
あ
り
、
解
決
が
難
航

し
て
い
ま
す
。

　

障
壁
と
な
っ
て
い
る
課
題
を
速
や
か

に
解
決
し
、
避
難
生
活
で
不
安
を
抱
え

て
い
る
村
民
が
日
常
生
活
を
取
り
戻
せ

る
よ
う
、
引
き
続
き
、
賠
償
の
早
期
実

施
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

健
康
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

12
月
11
日
か
ら
25
日
ま
で
に
計
６
回
、

仮
設
住
宅
や
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
比
較

的
小
さ
な
規
模
の
健
康
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
講
師
を
囲
ん
で
日
頃
気
に
な
っ

て
い
た
こ
と
を
気
軽
に
質
問
す
る
こ
と

が
で
き
、
好
評
で
し
た
。

島
市
に
３
７
８
１
人
、
伊
達
市
に
５
８

８
人
、
川
俣
町
に
５
４
８
人
、
相
馬
市

に
４
２
１
人
、
南
相
馬
市
に
３
５
５
人
、

そ
の
ほ
か
二
本
松
市
や
国
見
町
、
郡
山

市
な
ど
が
主
な
避
難
先
で
す
。

　

未
避
難
者
は
８
世
帯
13
人
で
す
。

　

国
県
義
援
金
の
給
付

　

第
３
回
目
と
し
て
、
一
人
当
た
り
５

万
円
、
対
象
者
６
５
７
０
人
、 

総
額
３

億
６
７
４
２
万
６
千
円
を
、
２
月
21
日

以
降
各
世
帯
か
ら
届
け
出
の
あ
っ
た
銀

行
等
の
口
座
に
送
金
し
て
い
ま
す
。

　

県
中
小
企
業
者
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等　

　

復
旧
整
備
補
助
金
事
業

　

一
般
６
次
枠
に
申
請
し
て
い
た
９
社

の
建
設
業
グ
ル
ー
プ
に
補
助
の
内
定
通

知
が
あ
り
、
事
業
費
総
額
１
億
５
４
０

０
万
円
、
補
助
率
４
分
の
３
で
、
１
億

９
１
０
０
万
円
が
交
付
さ
れ
る
見
込
み

で
す
。

　

さ
ら
に
設
備
業
や
石
材
業
な
ど
９
社

が
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
応
募
し
て
い
た

震
災
７
次
枠
は
、
２
月
27
日
に
採
択
通

知
が
あ
り
、
補
助
金
交
付
申
請
の
手
続

き
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

グ
ル
ー
プ
は
復
旧
事
業
費
１
億
６
９
０

０
万
円
で
設
備
や
機
械
の
入
れ
替
え
な

ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
村
と
し

　

除
染
の
同
意
取
得
状
況

　

各
行
政
区
の
除
染
説
明
会
を
精
力
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
除
染
実
施
に
は

除
染
同
意
が
不
可
欠
で
す
の
で
、
今
後

も
村
民
に
寄
り
添
っ
た
除
染
を
求
め
な

が
ら
、
国
と
共
に
同
意
取
得
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
。

　

営
農
再
開
支
援

　

国
の
復
興
交
付
金
事
業
や
県
の
補
助

事
業
な
ど
、
複
数
の
補
助
事
業
に
よ
り

複
合
的
に
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
事
業
と
し
て
、
福
島
市
内
７
か

所
で
農
業
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等
34
棟
に

加
え
、
県
内
５
か
所
及
び
那
須
塩
原
市

内
な
ど
に
19
棟
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

農
業
用
機
械
等
29
台
に
つ
い
て
、
本
年

１
月
に
物
品
購
入
契
約
を
締
結
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、
畜
産
農
家
に
対
す
る
支
援
は
、

８
戸
の
畜
産
農
家
に
対
し
、
頭
数
に
応

じ
て
総
額
４
０
０
万
円
の
支
援
補
助
を

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

村
民
避
難
状
況

　

３
月
１
日
現
在
の
県
内
避
難
は
６
１

５
７
人
で
、
約
92
％
、
県
外
避
難
は
５

０
０
人
で
約
７
％
で
す
。

　

県
内
避
難
の
市
町
村
別
人
数
は
、
福
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技
説
明
会
を
行
い
、
３
月
15
日
に
設
計

業
者
を
選
定
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
調
査
業
務
、
基
本
及
び
実

施
設
計
を
行
い
、
10
月
か
ら
入
居
戸
数

23
戸
程
の
住
宅
等
の
建
設
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
入
居
開
始
を
平
成
26
年
４
月

に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備

　

主
要
な
学
校
施
設
は
、
ほ
ぼ
整
備
を

完
了
し
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
６
月

中
旬
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
福
島
市

飯
野
町
に
建
設
中
で
す
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
昨
年
よ
り
も
民

間
バ
ス
の
台
数
を
増
や
し
、
児
童
生
徒

の
通
学
時
間
の
短
縮
を
図
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
の
通
学
に
要
す

る
費
用
は
全
額
補
助
事
業
が
該
当
と
な

る
見
込
み
で
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
被
災
児
童
生
徒
就
学

支
援
事
業
と
し
て
、
全
児
童
生
徒
を
対

象
に
給
食
費
、
通
学
費
、
学
用
品
費
等

が
支
援
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
り
、
保
護

者
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

幼
稚
園
に
つ
き
ま
し
て
も
、
保
育
料

や
給
食
費
、
教
材
費
等
の
減
免
を
図
り
、

小
中
学
校
に
準
ず
る
保
護
者
支
援
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
教
育

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
村
独
自
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
放
射
線
教
育
を
実
施

し
ま
す
。
小
学
１
年
生
か
ら
発
達
段
階

に
応
じ
て
、
各
学
年
と
も
年
間
２
回
か

ら
３
回
程
度
の
授
業
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
対
策

　

中
学
校
に
数
学
と
英
語
の
補
助
教
員

を
配
置
し
、
指
導
力
の
強
化
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
村

塾
」
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
の

３
年
生
か
ら
全
学
年
に
対
象
を
拡
大

し
、
特
に
基
礎
的
な
学
力
の
定
着
に
努

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

授
業
以
外
で
も
、
未
来
へ
の
翼
、
沖

縄
で
の
ま
で
い
な
旅
等
の
校
外
活
動
を

充
実
さ
せ
、
児
童
生
徒
の
視
野
を
広
げ

る
活
動
と
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
分
野

　

村
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
伝
統
芸

能
の
保
存
継
承
、
村
民
の
交
流
を
進
め

る
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
村
民
文

化
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
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（
紙
面
の
都
合
で
内
容
は
一
部
省
略
し
て
い
ま
す
）

　

税　

収

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
原
子
力
災
害
の

被
災
者
に
対
す
る
減
免
及
び
課
税
免
除

の
措
置
を
講
じ
て
き
た
結
果
、
今
年
度

の
税
収
に
つ
い
て
は
、
22
年
度
比
で
は

昨
年
度
同
様
、
大
幅
な
減
少
を
見
込
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

普
通
税
全
体
で
は
、
約
２
億
９
７
８

０
万
円
で
、
前
年
度
決
算
額
よ
り
や
や

多
く
な
る
も
の
の
、
22
年
度
決
算
額
５

億
２
７
０
０
万
円
に
対
し
て
は
、
約
２

億
３
０
０
０
万
円
の
減
と
な
る
見
込
み

で
、
約
56
％
の
税
収
に
と
ど
ま
る
も
の

と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
分
の
申
告
相
談

　

去
る
２
月
８
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で

行
い
ま
し
た
。
申
告
相
談
場
所
は
、
昨

年
よ
り
南
相
馬
市
に
会
場
を
１
か
所
増

や
し
、
期
間
中
の
土
曜
日
４
日
間
に
つ

い
て
は
行
政
区
指
定
な
し
で
相
談
を
行

い
ま
し
た
。

　

村
内
の
ご
み
処
理
対
策

　

平
成
25
年
１
月
末
現
在
、
全
村
避
難

の
影
響
に
よ
り
、
可
燃
・
不
燃
ご
み
全

体
の
量
は
30
ト
ン
で
約
１
３
４
・
５
ト

ン
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
枚
橋
地
区
の
除
染
工
事

　

環
境
省
の
本
格
除
染
と
し
て
、
昨
年

10
月
22
日
よ
り
12
月
26
日
ま
で
二
枚
橋

の
郵
便
局
周
辺
の
居
住
空
間
等
の
除
染

が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

除
染
作
業
に
よ
っ
て
総
体
的
に
概
ね

放
射
線
量
が
低
減
し
て
お
り
、
今
後
、

さ
ら
に
面
的
に
除
染
を
す
れ
ば
、
空
間

線
量
は
さ
ら
に
低
下
す
る
も
の
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　

須
萱
地
区
の
除
染
工
事

　

須
萱
地
区
を
８
つ
の
工
区
に
分
け
て
、

12
月
中
に
西
端
の
２
つ
の
工
区
の
森
林

部
、
草
地
部
、
斜
面
部
の
除
染
を
実
施

村長村政報告


